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第 1 章： はじめに

必要システム構成
Adobe® Connect™ 8 は、Lotus Notes 7 以降のほとんどのバージョンの Lotus Notes を Domino Server 上でサポートして
います。必要システム構成については、www.adobe.com/go/connect_sysreqs_jp を参照してください。

Adobe Connect Lotus Notes Add-in のインストールと開
き

Lotus Notes 8.5 以降
システム管理者が Connect を導入し、グループのどのメンバーがアドインをダウンロードして使用できるかを指定します。
指定されたメンバーは、最初にメールデータベースを開いた時点でアドインをダウンロードするように求められます。アド
インをダウンロードし、Lotus Notes を初めて起動した後、Adobe Connect の資格情報を入力するように求められます。
これらの資格情報にはログイン、パスワード、およびサーバー URL が含まれます。資格情報が確認されると、サーバーか
ら会議室リストが取得されます。証明情報が確認されない場合は、エラーメッセージの説明に従ってください。

Lotus Notes 7
Connect 機能はメールテンプレートに組み込まれており、システム管理者が機能をパブリッシュおよびアクティブ化しま
す。メールデータベースを初めて開くと、Adobe Connect アカウントのインストールと設定を促すメッセージが表示され
ます。 

http://www.adobe.com/go/connect_sysreqs_jp
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第 2 章： Adobe Connect Lotus Notes Add-in 
使用ガイド

Lotus Notes Add-in を使用すると、Lotus Notes から送信されるカレンダー招待状や電子メールメッセージに、Adobe 

Connect の会議情報を追加することができます。Adobe Connect の会議を予約する際に、招待者を含む Lotus Notes の会
議の要求を作成します。Lotus Notes によって、この会議がすべての参加者のカレンダーに追加され、リクエストを受け入
れたすべての参加者に会議のアラームが提供されます。 

Adobe Connect を使用すると、従業員、顧客、パートナー、投資家、サプライヤ、およびご使用のネットワークにアクセ
スできるその他の人との会議を予約できます。 

Adobe Connect の詳細については、www.adobe.com/go/connectpro_productinfo_jp を参照してください。

Add-in のオプションへのアクセス
Adobe Connect Lotus Notes Add-in のオプションには、以下の場所からアクセスできます。

• Lotus Notes のアクションメニュー。

• Adobe Connect ツールバーの Add-in メニュー 。 

• 電子メールメッセージやカレンダー招待状の Add-in メニュー。

ユーザーアカウントの設定と編集
Adobe Connect Lotus Notes Add-in をインストールしてから初めて Lotus Notes の電子メールアプリケーションを起動
すると、アカウントの設定を要求する画面が表示されます。アカウントを設定する際に、このアドインは Adobe Connect 

の既存の会議室の URL、ログイン、およびパスワードを確認します。アドインがこの情報を見つけられない場合には、ユー
ザーに設定を要求するメッセージが表示されます。 

アカウント情報の編集は、登録時または設定の更新時のどちらかに実施してください。 

http://www.adobe.com/go/connectpro_productinfo_jp
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アカウント情報を編集するためのダイアログボックスの設定

1 設定を更新する場合は、Add-in のメニューの「設定の変更」を選択します。

2 ログイン名とパスワード情報を入力します。

3 Adobe Connect サーバーと、デフォルトの会議室を選択します。初回ログイン時これらのフィールドはデフォルトでは
空白になっています。 

4 サーバーがセキュアサーバー（推奨）である場合、「常に SSL を使用して接続する」を選択します。このオプションが選
択されている場合、URL は https から始まります。このオプションが選択されていない場合は、http から始まります。

注意： これらの設定はいつでも変更できます。詳しくは、5 ページの「Adobe Connect 会議の設定と管理」を参照してくだ
さい。

Adobe Connect 会議室の情報の追加
Lotus Notes で会議を作成する際に、Lotus Notes のアドレス帳またはグローバルアドレス帳を使用して、ユーザーを招待
することができます。Lotus Notes を使用して、電子メールの会議招待状を送信し、近く開催予定の会議の参加者にアラー
ムを送信することができます。

会議の電子メール招待状には、招待状の本文、Adobe Connect 会議室の URL、および音声会議の詳細（該当する場合）が
記載されます。Lotus Notes Add-in はこの情報をカレンダー招待状と電子メールメッセージに付加します。会議セッショ
ンごとに会議室を作成する必要はなく、セッションごとに会議室を予約または更新する必要もありません。Adobe Connect 

の会議室と会議室の URL は永続的です。 

注意： 会議の主催者を除き、会議出席者はすべて、会議参加者として設定されます。会議の前に参加者をプレゼンターまた
は主催者に変更するには、Adobe Connect でユーザーの役割を変更します（会議／参加者を編集）。詳しくは、「Adobe 

Connect ヘルプ」を参照してください。

関連項目 

7 ページの「会議室の詳細のカスタマイズ」



4ADOBE CONNECT 8 LOTUS NOTES ADD-IN 使用ガイド
Adobe Connect Lotus Notes Add-in 使用ガイド

最終更新日 2010/11/11

会議室の作成
Adobe Connect 会議のデフォルトの会議室、または臨時会議室として、新しい会議室を使用することができます。管理者
が会議室の作成を制限していた場合、このオプションは使用できません。

1 Add-in のメニューで、「Adobe Connect 会議室の新規作成」を選択します。

2 会議室名、および URL のカスタム接尾辞、例えば名前や 会議計画 などを指定します。

会議室の作成

会議の招待状の送信
通常、会議の招待状は、カレンダーの上で定期的な会議や将来の会議をスケジュールし、参加者を設定することにより送信
します。また、電子メールで招待状を送信することもできます。これは開催までの猶予期間が短い場合により適切です。カ
レンダーと電子メールのどちらの招待状にも、Adobe Connect 会議の詳細を記載する必要があります。この詳細には、会
議室の URL、電話番号、参加用のコードなどが含まれます。

デフォルト会議室の設定が完了していることを確認します。6 ページの「デフォルトの会議室の設定」を参照してください。

電子メールによる招待状の送信
1 Add-in のメニューで、「Adobe Connect Meeting への招待を送信」を選択します。

2 電子メールメッセージで、参加者の電子メールアドレスを入力して、メッセージ本文に任意の情報を入力します。
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Adobe Connect 会議の招待状

カレンダーによる招待状の送信
❖ Add-in のメニューで、「Adobe Connect Meeting をスケジュール」を選択します。

カレンダーの招待状と会議室の情報が開きます。

Adobe Connect 会議への参加
Adobe Connect 会議の招待状は電子メールで送信されます。招待状には、Adobe Connect 会議室の URL が記載されてい
ます。

1 招待状が記載された電子メールメッセージを開きます。

2 次のいずれかの操作を実行します。

• 会議が現在行われている場合は、招待状に記載された会議室の URL をクリックします。

• 会議が将来開催される予定の場合は、「承認する」をクリックします。会議が始まる時間になったら、Lotus Notes カ
レンダーでアイテムを開き、会議室の URL をクリックします。

定期的な会議の場合は、簡単にアクセスできるように会議室の URL をブラウザーでブックマークすることができま
す。

Adobe Connect 会議の設定と管理
会議の設定と管理は設定ダイアログボックス（Add-inのメニュー／設定の変更）で行います。 

サーバー情報の変更
管理者がアドイン用のサーバーを 1 つ指定していた場合、このオプションは使用できません。

1 Add-inのメニューで、「設定の変更」を選択します。
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2 サーバー名を選択し、「編集」をクリックします。

Adobe Connect サーバーのオプション

3 サーバーの変更ダイアログボックスで、次のいずれかのタスクを実行します。

• 既存のサーバーを使用するには、サーバーを選択して「OK」をクリックします。このサーバーは、設定ダイアログ
ボックスの「サーバー」テキストボックスに表示されます。

• （利用可能な場合）新しいサーバーを追加するには、テキストボックスに FQDN（完全修飾のドメイン名）を入力
し、「サーバーの追加」をクリックします。絶対ドメイン名とも呼ばれる FQDN は、Adobe Connect サーバーアプ
リケーションをホストしているサーバーの完全なドメイン名です。このサーバーは、利用可能なサーバーのリストに
表示されます。

• サーバーを削除するには、削除するサーバーを選択して「サーバーの削除」をクリックします。 

デフォルトの会議室の設定
デフォルトの会議室を変更する前に、設定ダイアログボックスで Adobe Connect サーバーが定義されていることを確認し
ます。サーバーは、ユーザーアカウントに関連付けられた会議室のリストを取得します。 

1 Add-inのメニューで、「設定の変更」を選択します。

2 サーバー名を選択し、「編集」をクリックします。

3 マイミーティングルームダイアログボックスで、リストから会議室を選択し、「デフォルトとして設定」をクリックしま
す。 

注意： Lotus 8.5 以降では、山括弧（>>）は現在のデフォルト会議室を表します。
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デフォルトの会議室の設定

注意： 新しい会議の作成時に、新しい会議をデフォルトとして指定することもできます。

4 追加の会議情報を設定するには、「会議の詳細オプション」をクリックします。このオプションによって Adobe 

Connect で会議のリストが開き、会議を選択したり会議情報を変更することができます。詳しくは、「Adobe Connect 

ヘルプ」を参照してください。

関連項目 

4 ページの「会議室の作成」

会議室の詳細のカスタマイズ
Adobe Connect の会議室はすべて事前に定義されたテンプレートを使用します。テンプレートでは、会議室の URL や音声
会議の詳細（該当する場合）などに関する設定が利用できます。任意の会議室について、事前に定義された設定を使用する
か、事前に定義された設定をカスタマイズすることができます。例えば、音声会議プロバイダーに対応したアカウント情報
を追加して、会議を予約する際に必要なすべての情報を揃えることができます。招待状で複数の会議室に対して異なるカス
タマイズ設定ができます。

1 マイミーティングルームダイアログボックスで会議室を選択して、「カスタマイズ」をクリックします。
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会議の招待状のカスタマイズ

2 次のいずれかの操作を実行します。

• 招待状の詳細を追加するには、テキストを入力し、Adobe Connect 会議室の URL を追加します。

• 音声会議（テレフォニー）の詳細を追加するには、「電話の設定」をクリックします。このオプションは、Adobe 

Connet サーバーから取得したテレフォニー情報を、テキストボックスの現在のエントリの後に追加します。

会議室のリストの更新
特定のサーバー上のユーザーアカウントに関連付けられている会議室を同期することができます。会議室は、Adobe 

Connect サーバー上、およびオフライン作業用にローカルコンピューター上に維持されます。アカウント管理者は、ローカ
ルの会議室リストとそのサーバー上の会議室を同期することができます。 

❖ マイミーティングルームダイアログボックスで、「リストの更新」をクリックします。

現在割り当てられているデフォルトの会議室がサーバー上に存在する場合、その会議室はデフォルトのまま変更されません。
それ以外の場合、リストの最上位の会議室が自動的にデフォルトとして選択されます。新しいデフォルトの会議室をリスト
から選択するか、新しい会議室を作成してデフォルトとして設定します。 
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